
畑の準備

間引き

は種１０日前に１０ あたり苦土石灰１．２
を施しよく耕します。

本葉２～３枚で３～４

草丈７～８ で５～６ 間隔に

間引きします。

基肥として１０ あたり堆肥２０ と

化成肥料１ を施し１２０ 程度の

うねを作ります。

５～６

１２０

３～４

種まき

収 穫

種を一晩水に浸けておくと発芽がよくなる。

１５ 間隔にまき溝を作り種をまきます。

草丈が２０～２５ になったものから収穫します。

１５

まき溝

施
し
、
よ
く
耕
し
ま
す
。

き
ま
す
が
一
般
的
に
は
本
葉
四

〜
五
枚
で
草
丈
が
二
〇
〜
二
五

に
な
っ
た
と
き
収
穫
し
ま
す
。

今月収穫できる野菜

ダイコン、レタス、ワケギ、ネギ、タカナ

ホウレンソウ、ニンジン、ハクサイ

シュンギク、キャベツ など

今月植える（まく）野菜

バレイショ

ホウレンソウ

タマネギ（春植え）
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コマツナ カブの近縁種でアブラナ科の植物。

東京の小松川地方に古くからあった品種の総称です。「小松菜」の

命名は五代将軍徳川綱吉公といわれています。カロチン、カルシウ

ムなどミネラル類を多く含む健康野菜です。

県農業試験場

黒川 領太

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

連
作
に
も
強
く
、
収
穫
ま
で
の
期
間
が
三
〇
日
程

度
と
短
く
、
家
庭
菜
園
で
も
作
り
や
す
い
野
菜
で
す
。

堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を
施
用
し
、
土
づ
く
り
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

露
地
で
も
三
月
か
ら
一
〇
月
中
旬
ま
で
種
ま
き
が

可
能
で
す
。
寒
さ
に
は
比
較
的
強
い
で
す
が
、
一
二

〜
二
月
は
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
防
寒
す
る
と
品
質
の

よ
い
も
の
が
収
穫
で
き
ま
す
。

家
庭
菜
園
用
品
種

家
庭
菜
園
で
は
周
年
栽
培
で

き
る
「
お
そ
め
」
「
夏
楽
天
」

な
ど
と
い
っ
た
品
種
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

少
し
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で

「
べ
ん
り
菜
」
と
い
っ
た
品
種

も
あ
り
ま
す
。

畑
の
準
備

種
ま
き
一
〇
日
前
に
一
〇

当
た
り
苦
土
石
灰
一
・
二

を

施
し
、
よ
く
耕
し
ま
す
。

基
肥
と
し
て
一
〇

当
た
り

堆
肥
二
〇

と
化
成
肥
料
一

を
施
し
、
幅
一
二
〇

程
度
の
う
ね
を
作
り
ま
す
。

水
は
け
の
悪
い
と
こ
ろ
は
高
畝
に
し
ま
す
。

種
ま
き

種
は
一
〇

当
た
り
一
五
〜
二
〇

必
要
で
す
。

一
晩
水
に
浸
け
て
お
く
と
発
芽
が
よ
く
な
り
ま
す
。

板
な
ど
で
一
五

程
度
の
間
隔
に
深
さ
一

の
ま

き
溝
を
作
り
ま
す
。
ま
き
溝
に
む
ら
な
く
種
を
ま
き

軽
く
土
を
か
け
押
さ
え
ま
す
。

植
え
つ
け
後
の
管
理

本
葉
が
二
〜
三
枚
に
な
っ
た

ら
三
〜
四

の
間
隔
に
間
引
き

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
草
丈
七
〜

八

の
と
き
に
五
〜
六

の
間

隔
に
間
引
き
し
ま
す
。

ま
た
、
奇
形
に
な
っ
た
株
や

生
育
の
悪
い
株
も
間
引
き
の
と

き
除
き
ま
す
。

収

穫
間
引
き
な
が
ら
で
も
利
用
で

き
ま
す
が
一
般
的
に
は
本
葉
四

〜
五
枚
で
草
丈
が
二
〇
〜
二
五

に
な
っ
た
と
き
収
穫
し
ま
す
。
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